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VSOP-2のための参照電波源サーベイ II. 8 GHz帯 e-VLBIサンプルにお
ける天体の性質
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我々は、VSOP-2の参照電波源となるコンパクトコア探査のパイロット観測として、鹿島 34m, つくば 32mか
らなる 8GHz帯 e-VLBI（空間分解能 200 mas）を実施し、NVSS天体約 200天体中 78天体を SNR10以上で検出
した。このうち 36天体は、VLBA Calibrator Survey (VCS) データベースに載っていない新たな参照電波源の可
能性があることを示した。本講演では、今回の e-VLBIによって観測されたサンプルを、A) 新参照電波源の候補
天体 (36天体)、B) VCS天体 (42天体)、C) 未検出天体 (120天体) の 3つのカテゴリに分け、それぞれの母銀河
や中心核のタイプや性質、NVSSと e-VLBIとでの光度分布の違いなどを調べた。母銀河が分かっている天体の
タイプについては、Aは楕円銀河とQSOが半々、BはほとんどがQSO、Cはほとんどが楕円銀河であり、VLBI
で明るい電波源は、QSOに代表されるような中心核での相対論ビーミング起源であるというモデルとは矛盾しな
い。一方Aに分類された楕円銀河は、pc-scaleのコンパクトコアを持つ電波銀河であることが示唆される。これ
らの結果から、100Mpc以下の比較的近傍の楕円銀河において、VLBIによる pc -scaleジェット放射の光度分布
やAGN統一理論の研究など、今後VSOP-2も見据えた銀河研究の発展についても議論したい。


